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建築家会館　本館 1階大ホール

2025年11月28日［金］　18:00 – 20:00

https://kenchikuka-kaikan.jp/

松隈洋
建築史

松原隆一郎
社会経済学

主催：株式会社 建築家会館

建築家会館の地鎮祭での坂倉準三と前川國男（1968年3月23日）



松隈洋｜Hiroshi MATSUKUMA｜建築史家、神奈川大学教授、京都工芸繊維大学名誉教授
1957年、兵庫県西宮市生まれ。1980年京都大学建築学科卒業、前川國男建築設計事務所入所。
2000年京都工芸繊維大学助教授。2008年教授、2023年4月から現職。工学博士（東京大学）。
専攻は近代建築史、建築設計論。著書に『未完の建築 前川國男論・戦後編』、『建築の前夜 前川
國男論』（2019年日本建築学会賞（論文）受賞）、『ル・コルビュジエから遠く離れて』、『ルイス・カーン』、『坂
倉準三とはだれか』、『残すべき建築』など。生誕100年・前川國男建築展、DOCOMOMO20選展
など多くの建築展に携わる。

松原隆一郎｜Ryuichiro MATSUBARA｜社会経済学者、放送大学教授、東京大学名誉教授
1956年、兵庫県神戸市生まれ。東京大学工学部卒業。同大学大学院経済学研究科博士課程修了。
現在、放送大学教授、東京大学名誉教授。専攻は社会経済学・相関社会科学。社会を科学と世
俗に関する該博な知識を駆使して論壇でも活躍。アカデミズムとの連動を図る。著書に『経済政策』、
『社会経済の基礎』（放送大学教育振興会）、『頼介伝』（苦楽堂）、『経済学の名著30』（ちくま新書）、『長
期不況論』『分断される経済』（NHKブックス）、『日本経済論 ―「国際競争力」という幻想』（NHK出版

新書）などがある。

日時 2025年11月28日［金］　18:00 – 20:00　（受付：17:30より）

参加費 無料（懇親会参加費：1,000円）

定員 80名

参加方法 下記のURLもしくはQRコードの専用フォームよりお申込みください。
 https://forms.gle/9FLZTsKhBppD14vd8

会場 建築家会館　本館1階大ホール（150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-16）

アクセス 東京メトロ銀座線「外苑前駅」より徒歩8分／千代田線「明治神宮前駅」より徒歩13分
 JR中央線「千駄ヶ谷駅」より徒歩13分／山手線「原宿駅」より徒歩15分
 都営地下鉄大江戸線「国立競技場駅」より徒歩12分

1905年に生まれ、東京帝国大学卒業の日にシベリア鉄道でル・コルビュジエのもとに向かった前川
國男は、戦後の焼け野原から建築が人々に何をもたらすことができるかを考えながら設計を重ねるとと
もに、建築家の職能とはどうあるべきかを考え続けた人でもあった。前川が追い求めた自由な精神を
持った自立した建築家像は、今という時代にどのようにとらえられ考えられるべきなのか、前川が初代
社長を務めた建築家会館において松隈洋氏と松原隆一郎氏をお迎えし、講演・対談いただきます。

1. 外観（1968年）　2. 1階クラブ（1968年）　３. クラブ・バー（2021年）　*全て建築家会館
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